
5.研 究 活 動

形態基礎研究部門

岩本光雄 ･木村 fft)

渡辺 毅･毛利俊雄

森山恭子2)

研 究 概 要

1)詔長規のロコモーションに関する研究

岩本光雄 ･木村 賛 ･森山恭子2)

宮崎県串良のニホンザルならびに調教過程のニ

ホンザル.カニクイザルについて,観察および写

れ投彫にもとづき,直立二足歩行に関するデータ

を収黙した (主として岩本)｡また,生横柄学的見

地から,盟長期の筋骨格系の形憤,ならびに二足

非行時の床反力について比較研死を行った (主と

して木村)｡これらは,文部'街村学研兜門祁助金に

よる総合研究 (｢ロコモーションの個体発達と系

統発達に関する組合的研究｣,研究代来者岡田守

彦),ならびに本研究所の共同利用研死 (計丙研

究 ｢マカクの調教過程における形態 ･生理 ･行動

の研究｣)との関連のもとに進められ,また,ニ

ホンザルの調教に関しては,周防猿まわしの会(会

長村崎義正)との共同も行われた｡

2)旧世界ザル,特にマカクに関する形態学的

研先

岩本光雄 ･渡辺 毅 ･浜田 棋 3)

前年度までに引き続いてマカク,特に野生ニホ

ンザルに関する生体計測資料の収餌を行ない (砧

崎山80両,長抑130流.披肪崎3097i,淡路応50

疏,苗宕山45頭),苗研してきたそれら関係資料

にもとづいて,当面,ニホンザルの年令と乳歯粥

出との関係について分析を終了した｡

3)新世界ザルの形態学的研究

渡辺 毅 ･毛利俊雄

文部省科学研究究補助金 (現地調査)により,

ボリビア ･コロンビア ･アメリカ合衆国において,

冊標本の作成をおこなうとともに,ホエザル各梯

(アカホエザル80頭,アカテホエザル16両,その

他 10頭).フサオマキザル (3097i),シロガオオ

マヰザル (40頭 )の頭骨の非計測的特徴の祝祭お

よび計測学的研兜をおこない,とくに,プチリオ

1)昭和58年3月1日づけで前任
2)学振奨励研究f1
3)大学院学生

ンの変只に関するとりまとめをおこなった (毛利)0

同じく文部'#科研把 (調査総括)■により,前年度

現地調充の総括をおこない,英文 .西文の報告書

を作成 ･山版した (渡辺)｡

木研究のEl的は,新世界ザルの頭骨形態からみ

た和内変只.性詔,成長,系統関係などを明らか

にすることにある｡
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1) 岩本光雄 ･浜田 棋 ･渡辺 毅 :ニホンザル

における乳歯の萌出年令.第27回プリマーチ

ス研究会 (1983)

2)毛利俊雄 :ホエザル屈のプチリオンの変異.

第27回プリマーチス研究会 (1983)
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3)森山恭子 :霊長環における第1中足骨 ･快状

骨関節面の形態について.第36回日本人類学

会日本民族学会連合大会(1982)- 紀事 :人

頬学雑誌,91(2):258,1983.

神経生理研究部門

久保田競 ･松波謙一

三上章充 ･松村道一

研 究 概 要

1) 前頭前野ニューロン活動の行動への関与

久保 由 競

昨年皮に引き続き,ゴー ･ノーゴー反応を用い

た祝'光弁別逆転学習で,逆転するのに特異的に賦

活されるニューロン活動をみつけたが,その活動

修正に果す役割を明らかにしようとしているOそ

のために,学習が成立していないサル (ゴー反応

のみ.ゴー･ノーゴー反応のみ学習したもの)の

前頭rlLu野のニューロン活動を記録し,学習未完成

の聞迎い反応のときのニューロン活動を解析して

いる｡

2)前頭前野の機能コラムの研究 ノ

久保田競 ･松村道一 ･沢口俊之

無麻酔または軽い麻酔をしたサルの前頭前野に

以光ファイバーftL極を刺入してニューロン活動を

記録し,柾々の神経伝達物質に対する感受性 ･応

答性をftt気泳動法によって調べる｡又,対側皮質

や祝休MD核の刺激に対する応答から,組紙学的

に次節に明らかにされつつあるコラム構造との対

応を調べる｡

3) 的頭前野と皮質下構造との結合様式の解明

久保田競 ･有国富夫

ll'u軌泊野との間に結合を持っている皮質下構造

(祝抹MI)核 .尾状核等)にERPを注入し,逆

行性取り込みの検出されたニューロンの前頭前野

円分布を調べる｡同時に順行性に染まった軸索終

末の分布と比較して,相互間の結合様式を明らか

にする｡

4)運動野局所神経回路網の機能的構築の研究

松村道一 ･久保田競

亜急性の状態で,サルの皮質運動野から二本の

独立した微小電極により,一つは細胞内から,ち

う一つは細胞外からニューロン活動を記録する｡

ニューロンの自然活動又は薬理学的方法と組合せ,

平均加算法を応用する事によって,二つのニュー

ロン間の距離,層関係から,運動野の構造をハー

ドウェア回路的 ･機能的に明らかにする｡

5) 前頭前野起源の随意運動の発現に関する脳

構造と経路の決定

松波謙一 ･景山節 ･久保田競

〔14C〕デオキシグルコースが,活動中の脳細胞

に取り込まれる事を利用して,オートラジオグラ

フにより,随意運動に際して,脳のどの部位が特

異的に活動しているかを調べる｡この為に,サル

を静止状態 (コントロール),単純な反故迅臥

前頭葉性の随意運動をする各群に分け,各々の群

における 〔14C〕デオキシグルコースの取り込み

の違いから,単純な運動と前頭葉性の随意迎動に

際しての脳の働きの違いを明らかにする｡

6)橋核 ･下オリーブ核の機能の解析

松 波 誹 -

慢性ザルの実験で,橋核 ･下オリーブ核ニュー

ロンの活動を記録し,これを運動との対応関係を

調べる事により, この神経核が,運動のコントロ

ールにどのように関与しているかを明らかにし,

更には,大脳一小脳の機能連関上,これらの核が

どのような役割をはたしているかを考窮する｡
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